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学校経営のテーマ『変えてはならないものを守るために、変えるべきものを変え続ける』

まとめの「３学期」・新しいステージの準備「０学期」スタート
本年もよろしくお願いいたします

暦の上で１月～３月は年の始めにあたりますが、学校にとっては、各学年の大切な締め
くくりの３学期にあたります。また、４月からは、みなさん一人ひとりが新しいステージ
での生活がスタートしますので、その準備期間の０学期とも言えるでしょう。どの学年も
有意義に過ごし、有終の美を飾りましょう。

「第３学期始業式」 １月９日（火） （第３学期始業式あいさつより）

令和６年がスタートしました。２学期終盤はインフルエンザ等の罹患者が増え、感染拡大
防止のために終業式を放送で行いました。そして年明け早々、みなさんもびっくりしたと思
います。能登半島地震です。被害に遭われた方々にお見舞いを申し上げます。被災地から少
し離れた私たちのところでも緊急地震速報が流れ緊張が走りました。瞬間的に身構え、「さあ
何をする」と思ったところです。災害は時間や場所を選ばず「いつ、どこで起きるか分から
ない」ことをあらためて実感した１月１日でした。そういったなか、みなさんが集まり、目
の前で３学期の始業式を行うことができたことを嬉しく思います。

今日から３学期がスタートします。３学期はどんな時期なのか、３つ話をします。
１つ目。３学期は、「岩江中の良さを実感し、伝統をつなぐ時期」です。３年生はあと２ヶ

月で卒業の日を迎えます。岩江中での３年間を振り返りながら、この仲間がいたからこそ経
験できた多くの感動を思い起こしてください。岩江中で経験できた多くの学びと、そこで得
た自分の成長を見つめてください。これから２ヶ月間が受験に向けて正念場です。受験のた
めの準備はもちろんですが、後輩に何を残せるか、何を残すべきかを考え、日々の生活で模
範を示し続けてほしいと思います。１・２年生は、そんな３年生の姿から、岩江中の良さを
見つめて実感し、岩江中の伝統を引き継いでください。

２つ目。３学期は、「今年度まとめの３学期、来年度の準備の０学期」です。花が咲き誇る
春を迎えるためには試練もあるでしょう。１年生は後輩を迎え先輩になる春、２年生は最上
級生となり岩江中の顔となる春、３年生は自分の意志で選んだ道を歩み始める春。それぞれ
の春に向けて、自分自身の課題を克服すると同時に、自分の良さや持ち味を自覚し、「自立」
に向けた準備をしてください。

３つ目。３学期は、「未来に新たな希望をもち、挑戦を始める時期」です。未来は先が見え
ないので、「不安」を持つ人、「希望」を描く人、それぞれです。未来に「希望」を描く人は、
次に「チャレンジ」が待っています。チャレンジの先には「失敗」があるかもしれませんが、
たとえ失敗しても「失敗」を真摯に受け止めることで成長に繋がります。目の前の「不安」
や「失敗」に左右されず、夢をもって「チャレンジ」してほしいと思います。

３学期がもつ意味を一人一人がしっかりと捉え、「たくましさ」と「優しさ」を兼ね備えた
「自立」に向けての歩みを、着実に進めましょう。【学年をまとめる大切な３学期・来年度の
準備のための０学期】を、全校生と先生方で充実した楽しい日々にしていきましょう。


